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新聞各紙に踊った「ABC 予想を証明」 数学の素⼈には珍紛漢紛ではあるが 
 
ABC 予想を証明とのニュースが新聞各紙をにぎわせた。証明に 350 年以上を要したフェル
マーの最終定理よりもその証明が難しいとされていたようである。1980 年に提起されたこ
の予想を、わずか数⼗年で証明に導いたというのは快挙であり、⽇本⼈がこれを証明したと
いう⼿前贔屓を除いても、新聞紙上で⼤きく扱われるだけの意味はあるのだろう。 
 
さて、⽇本経済新聞の紙
⾯にこの定理がどのよう
な も の か が ⽰ さ れ て い
る。ここで気になるのは、
「多くの場合は D>C に
なる」という部分である。
例外のある規則（今の場
合は定理、まだ予想では
あるが）はどのように証
明されるのだろうか。そ
もそも例外があるという
こと⾃体が証明に不向き
と思うのだが、これは素
⼈考えだろうか。 
 
念のために、 
 
ABC 予想（Wikipedia） 

数学上の未解決問題 
a + b = c 

を満たす、互いに素な⾃然数の組 (a, b, c) に対し、積 abc の互いに異なる素因数の積を 
d と表す。このとき、任意の ε > 0 に対して、 

c > d1+ε 
を満たす組 (a, b, c) は⾼々有限個しか存在しないであろうか？ 
 
この Wikipedia では例外が極めて少ないと⾔っているようである。 



この ABC 予想は何に役⽴つのか？ エンジニアはすぐにこのように考えてしまう。 
 
ABC 予想の解決がどれくらいすごいかをエンジニア向けに解説してみる 
 https://note.com/aicia_solid/n/n0175be0f0126 

新しい数学を開発したのがすごい 
今回、望⽉先⽣は、宇宙際タイヒミュラー理論というものを作ってこの問題をときました。 
これは、「うちゅうさい」タイヒミュラー理論とよみます。 
この「際（ = さい）」は、「国際」の「際」と同じ意味です。 
実際、この理論は、今まで相互に通信することが不可能だった「異なる宇宙同⼠での情報

のやり取り」を「対称性」を⽤いることで初めて成功させ、今まで分離することが不可能だ
った「⾜し算と掛け算の関係性」を分けて論じることに成功し、 ABC 予想を解決しました。
（※数学の話なので、実際に物理的に別の宇宙と交信したわけではありません） 
 
 
このままでは何がすごいのかまだわかりません。探していると次のような項⽬が⽬につき
ました。 
 
ABC 予想が正しいと「フェルマーの最終定理」は当たり前になってしまう！ 
 http://normahead.seesaa.net/article/293209840.html 
 しかし、いくらドヤ顔されても、素⼈にはこれのどこが嬉しいかさっぱりわかりません。
でもものすごいのです。こういう⼩賢しいことができないということが分かると、あの解く
のに 360 年かかったフェルマーの最終定理も当たり前のように解けてしまいます。 
（省略しますが、ABC 予想が正しいとしてフェルマーの定理の具体的な解き⽅を記載） 
 つまり ABC 予想はフェルマーの最終定理で n が 6 より⼤きいとこに解がないのは当
たり前！！！と⾔っているのです。360 年数学者が悩みに悩んだ問題をそんなの当たり前っ
て・・・・・。 
 ABC 予想すごい！！！ しかもフェルマーの最終定理だけでなくいろんな難問を解いて
しまうとも⾔われています。 
 
 
まだなかなか、この ABC 予想の有⽤性についての理解には⾄っていませんが、例外はある
といいながらもその例外が極めて少ないために、⾜し算・掛け算の関係をうまく調整するこ
とで、何か素晴らしいことができる、そんな予想のようです。 
 
ABC 予想の証明それ⾃体もさることながら、この予想の応⽤が、証明の確定に先⾏して実
⽤化されるのではないかと、期待しています。 


